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ナナカマドの実が真っ赤になりました

噴煙を上げる雌阿寒岳の火口（９月２３日）

　暑い暑い夏でしたが、爽やかな風が気持ちの良い季

節になりました。庭のナナカマドの実が赤く色づき、

コリンゴも赤くなりました。少しずつ秋が深まってい

るようです。毎朝、天窓から流れる雲を眺めながら我

が家の朝が始まります。

　大雪山系の旭岳では初冠雪が観測されました。９月

２３日に雌阿寒岳、３０日に夕張岳に登って来ました

が、紅葉は５分目ぐらい。地球温暖化のせいかいつも

の年より紅葉も遅いようです。

　昨年は、噴火が活発で登れなかった雌阿寒岳に山の

仲間と野中温泉から登りました。アカエゾマツの樹林

帯が気持ちが良かったです。４合目を過ぎると視界が

開けますが斜面は急勾配になります。後ろを振り返る

と、樹海の中にオンネトーのブルーが鮮やか。

　火口壁をたどると黒い阿寒富士を背景に噴煙が上がりまるで地球が生まれた時の光景を見て

いるような迫力に圧倒されました。

　前日は白湯山自然観察路の展望台から見た阿寒湖に垂直に延びた円錐形の雄阿寒岳が美しか

ったです。

　夕張岳は登山道のロープ撤収作業を９月３０日に終え林道も閉鎖され、来年の山開きまで静

寂に包まれます。毎週のように登っていた山とは少しの間お休みします。

　しばらくは読書や家族との

時間も大事にしたいと思いま

す。

　殺伐としたニュースが多い

ですね。亡くなった小田実さ

んは、もっと大きく開かれた

日本であったのが、今、日本

人は誇りと自信を失っている

ように見えると語っていまし

た。流されない自分を持って

いたいものです。
我が家のナナカマド
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腰近くまである四の沢付近の渡渉

に緊張を強いられる

９月１７日前日の大雨で林道が崩

落しバスから降りてダム地点まで

１時間歩く

バイオトイレの仕組みの説明を

聞く

沢沿いにニワトコの実が赤く

なって秋を感じさせる
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登山道のロープを撤収するユウパリコザ

クラの会の会員

夕張岳の高山植物は今！
　９月２９日に夕張で「夕張岳の高山植物は今！」というタイト

ルで小野有五さんの講演を聴きました。夕張市清水沢の会場には

５０人でいっぱいになりました。夕張を元気にしてくれるヒント

がたくさんあるお話でした。夕張岳をジオパーク（地質遺産）に

しよう！高山植物のことだけを守ればいいのではない。ジオパー

クの目で見ると、夕張岳や夕張炭田の地質の面白さが伝えられる

とか、夕張岳のナキウサギはどこにでもいるのではない、何万年

もの歴史をかけて棲みついて、大雪のナキウサギとはＤＮＡが違

うというのには少しびっくりしました。夕張岳をさまざまな視点から見ると、たくさんの人が

夕張岳を大事に思い、運動の輪も広がるのではないかと話され、パァーと目の前が開けたよう

に思いました。

　地球温暖化を真っ先に受けるのが高山植物、個人の努力だけでなく国の政策も変えて行かな

くてはと、「不都合な真実」を例にとってのお話に共感しました。

　３０日は夕張岳に登りました。林道が３０日で閉鎖されるので、ユウパリコザクラの会員だ

けでなく新聞記事を見た人など２７人が参加しました。

私は２年ぶりの夕張岳でした。７時２５分、登山口駐車場を出発。アカエゾマツの針葉樹林帯

が気持ち良く、ウラジロナナカマドの紅葉がきれい。１時間４５分で石原平に着きました。そ

こから、登山道のロープ撤収組と登山組に分かれました。ユウパリコザクラの会の水尾さんか

ら「みな子さんは、撤収班に入ってカメラお願いね」。というわけで、石原平から吹き通しま

講演する小野有五さん

でのロープの撤収を５人の男性が手際良

く行うのに同行しました。前岳の紅葉が

美しい。昨年、春に登山道の整備をユウ

パリコザクラの会が行った時に、道に要

請していた崩壊した部分の登山道には新

しい木道がつけられて、とても歩きやす

くなっていました。

ガマ岩崩落地コースのロープの効果が現

れて、ユウパリコザクラが増えていまし

た。「これがコザクラの葉だよ」と仲間

が教えてくれました。雪崩れ斜面にしか

なかったユウパリコザクラです。来年は

是非ユウパリコザクのラに会いに登りた
いと思います。

　吹き通しはすごい風で吹き飛ばされそうになりました。ヤッケを着込み、素早く撤収を終え

ました。１１時半終了。風の当たらない場所で昼食をとり、１１時５５分出発。望岳台付近か

ら見る前岳の紅葉に光があたって素敵！　写真を撮りたいなと思っているうちにメンバーはさ

っさと下山の足を止めないので、目に焼き付けるだけにとどめました。

　２時半に駐車地点に戻り、作業登山を終えました。
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「あの戦争から遠く離れて」 城戸　久枝著

情報センター出版局　１６００円

　日中の国交が断絶していた１９７０

年に２８歳で帰国を果たした著者の父

城戸幹（中国名は孫玉福）さんは中国残留孤児です。

　本書は日本生まれの残留孤児二世の著者が「父と私と異国の祖母」の物語を

１０年がかりで書き下ろしたノンフィクションです。

　幹さんは貧しいけれど、優しい養母に大事に育てられ村一番の秀才に。北京

大学を目指して猛勉強しますが、日本人であることを表明したために不合格に

なります。文化大革命の嵐が吹き荒れていた時代でした。なんとしても日本

に帰りたいと何百通もの手紙を日本の赤十字社に送り、独力で日中の厚い壁をこじ開け帰国を

果たした半生に胸が熱くなりました。

　著者は、父の帰国後日本女性との二女として生まれ、、父の苦難の歴史を知らずに普通の大

学生になります。２０歳の時、中国・大連でホームスティ先の女性と街を歩いて自分が踏んで

いるマンホールの蓋までが満州国時代の物であることを知った瞬間、日本人がこの地を統治し

暮らしていた事実を実感したと書いています。さらに滞在先で読んだユン・チアンの「ワイル

ド・スワン」から文化大革命の苛酷な歴史を知り、その暗黒の時代に自分の父がこの国で生き

ていたという事実に圧倒されるのです。

　２１歳で中国・吉林大学に留学し父の足どりを辿り始めます。著者自身も反日の感情を向け

られたりもするのですが、一方では父を育てた祖母の縁者との情愛にあふれた交流も描かれ、

中国人の温かさも伝えています。

　現在３１歳の著者久枝さんが、父の半生を描くことは戦争を問い直すことでもありました。

「戦争のないことが当たり前に感じられる現在、それが当たり前では亡かった時代があったこ

とを忘れないために。あの戦争に端を発する父の物語をもうひとつの戦後史として記録してお

きたかった」。と記しています。娘でなければ書けなかった労作で、父の苦難の人生が報われ

たものになって感動しました。戦争の悲劇として片づけられない、書き残さねばならないとい

う切実感が伝わってきます。

「私の祖国は世界です」 玄　順恵著 岩波書店　２４００円

　在日コリアンであり水墨画家として活躍している著者の自伝的エッセーです。

７月３０日に亡くなった作家の小田実さんの妻ですが「人生の同行者」と呼んで

いました。

　著者は、植民地時代に済州島から渡ってきた両親のもと、神戸で７人姉妹の末

子として生まれ育ちました。韓国の軍事政権に拘束された詩人、金芝河の釈放運

動の中で小田実さんと出会い８２年に結婚。

両親は韓国籍、姉のひとりは北朝鮮に帰国し、日本で暮らす姉たちは、韓国籍と朝鮮籍に分か

れ、家族の中でも朝鮮半島の分断に直面してきました。著者は「私は何者か」という問が常に

あったと言いいます。

　結婚後さまざなな国で暮らし、中国で朝鮮半島の歴史的運命を知り、自分をみつけたと語っ

ています。ドイツ、アメリカ暮らしを経て著者が見つけた答えは「人生の痕跡を抱きしめなが

ら自由でいる個人、つまり世界人」であるといい、一人の個人が堂々とまっとうな市民として

生きて行くことなのだと思うと結んでいます。

　小田実さんとは２１歳もの年の差がありながら、お互いに尊重しあった対等な関係がとても

素敵です。夫の小田さんは死を目前にしながら後書きに「彼女の少女時代につきあった日本は

大らかで懐が深かった。今は失いつつあるがもう一度そんな日本を取り戻して欲しいと願って

いる。そこに玄順恵の日本に対する並々ならぬ愛情を感じとる」と記していて民族や、国家を

越えて理解し合うことことのかけがえのなさを教えられました。
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「中流の復興」 小田　実著 ＮＨＫ出版　７４０円

　小田実といえばベ平連。私も学生時代、何度かベ平連のデモに参加した

ことがあります。戦争に反対する意思表示するにはベ平連のゆるやかな連

帯が私には合っていました。

　７５歳で亡くなった小田実さんは、普通の市民が普通の感覚で平和を考

えることの大切さを語っています。

　生活レベルで考えれば中流とはとても思えないし、抵抗もありますが小

田さんが語っているのは「戦争は嫌だ」と言うこと。戦争になれば普通の

人も被害者になるばかりではなく、戦地に行って加害者になる事を平易な

言葉で語り、市民自らが政策を持つことを提案しています。特に市民によ

る教育の「政策提言」が素晴らしいです。教育の役割について「それぞれ

が自由にお互いの人生を満喫しながら、平和で民主的な社会をかたちづくり、そこで生きるた

めに生まれてきた。そして教育とは自由な人生を満喫するための土台作りとしてある。人間は

学習と教育を通して、ヒューマニズムに基づく批判的精神を培い、大勢に流されず、自分の頭

で考え、社会に責任をもてる個性的な人間として成長していく。」と語っています。

　大勢に流されずに自分を持っているだろうかと考えさせられました。

　フィリピンの民主化のために奔走しているさなかに末期がんに倒れ、渾身の力を振り絞って

書いた、私たちへの遺言です。

購読料をありがとう　８月５日～８月３１日

福田光子（秋田市）　海老名名保（札幌市）　カンパも含めて　山本治美（札幌市）１０，０

００円　海川敏雄（函館市）３，０００円

土本武司（札幌市）３，０００円　藤内英夫（札幌市）５，０００円　（敬称略）

合わせて２４，０００円は印刷、送料に使わせて頂きます。

パソコンでも読めます。郵送不要な方はメールでお知らせください。

撮影　土屋孝浩さん
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「池澤夏樹の旅地図」 池澤夏樹著 世界文化社　２８００円

　旅する作家、池澤夏樹にとっての旅の意味を多面的に探っています。定

住はしないけれど観光者の目ではなく、一年以上はその地に暮らし生活者

の目で、ギリシャや沖縄やフランスの風土や人間性を語っています。

　本人のエッセー、旅の同行者によるレポート、インタビュー、池澤夏樹

を写した旅写真あり、本人が写した写真、旅シネマの紹介あり、旅先の本

屋で地元の本を手に入れる楽しみなど、旅というキーワードで丸ごと一冊

池澤夏樹が詰まっています。

　インタビューの中で「旅は文化とか文明について考えるという大きな枠

があって、その中で、今見ていることは全体の中のどこに位置して何を意味しているのかと考

える」と語っています。海外にいるからこそ、日本を意識するし、日本がよく見えるのだとも

言えます。

　今回、初めて幼年時代に暮らした帯広を語っているのが興味深かったです。四代目の北海道

人だと思っている著者に親近感を覚えました。

　表紙の世界地図が美しく何度も触りたくなります。私の誕生日に友人から贈られた大切な本

です。

フリーダム・ライターズ （米）　監督　リチャード・ラグラヴェネーズ

　１９４４年、ロス暴動後の荒廃した公立高

校に赴任した新人教師エリン（ヒラリー・ス

ワンク）は生徒たちを信じ、ノートに日記を

書かせ、「アンネの日記」を読ませます。

　生徒たちの生活環境には、人種差別、ドラ

ッグ、銃がはびこっていました。１５歳にし

て卒業まで生きていられたら十分と思ってい

る生徒達は、互いを理解しようともせず憎し

み合うだけでした。
　想いを綴ることは自分と向き合うこと。心を開くこと。そして、心を繋げること。

　エリンは「アンネの日記」を読む事をすすめ、ナチのホロコーストは人種差別から生まれたこ

と。アンネが書くことでつらい日々を耐え、未来に希望を持ち続けたと話します。他の人を理解

しアンネを重ね合わせてさらに飛躍していく生徒達の成長が素晴らしいです。エリンがひたむき

に生徒達と向き合う姿に感動しました。

　彼らは、自分たちのことをフリーダム・ライターズと名付け、お互いを知り、知ることを通じ

て未来への希望を見つけて行きます。書くことで自信をつけ大学に進んだ生徒も多かったようで

す。

　実話を基に教育現場の奇跡を真っ向から描き、ヒラリー・スワンクのエリンが、知的で温かく

良かったです。

　札幌では短い上映で知らなかった人も多いのではないでしょうか？希望を持てない若者たちに

是非観てもらいたいと思います。

小樽・赤岩胎内巡り
　８月２０日、トレッキングで小樽赤岩に行ってきました。

　赤岩の番人である沼崎勝洋さんの案内で、下から巨岩に向かって

歩き高度感あふれる胎内巡りをしました。岩の胎内にお地蔵さんが

祀られ私も家族の健康を祈りました。エビス岩と大黒岩が眼下に見

え、コバルトブルーの海がきれいでした。

　大正時代？まであった赤岩温泉跡まで沼崎さんと探検。那須火山

帯の赤岩海岸に温度が低いけど温泉が出たとの事。建物は跡形もあ

りませんが、漁が栄えた頃、人力車で漁師を温泉宿まで運んだそう

です。あった！赤茶けた岩の間から、冷たい温泉がわき出ていまし

た。　駐車場から１時間でたどり着きました。

　赤岩を知り尽くしている沼崎さんだからこそ、発見出来たのでし

ょうね。

岩の間からコバ

ルトブルーの海

が美しい
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シッコ　Ｓｉｃｋｏ

（米）監督　マイケル・ムーア

米軍グアンタナモ基地に向けて呼ぶかけるマイケル

・ムーア監督

　マイケル・ムーア監督による銃社会を告発した

「ボウリング。フォー・コロンバイン」、イラク

戦争を批判した「華氏９１１」に続いて、今回は

アメリカの医療保険制度にメスを入れたドキュメ

ンタリーです。

　アメリカには国民皆保険制度がなく、民間保険

が幅を利かせています。救急車を呼んだら、予約

してないから保険料は支払わないと言われたり、

がんなのに、保険金を出し渋られて死亡した例な

どたくさんの人にマイクを向けてインタビューし

ています。

　最も残酷だと思ったのは、入院患者が医療費が

払えず、街に捨てられる場面でした。まるで姥捨

て山です。日本でも老人医療費が値上げされ安心

して医療を受けられない現実があります。

　安心して医療を受けられるカナダ、イギリス、

フランスなども取材しています。特に印象的だっ

たのはフランスの国民性です。ムーア監督がフラ

ンスの若者にマイクを向けると「アメリカでは国

民が政府を怖がっているけど、フランスでは政府

が国民を怖がっている」。と発言。その後にパリ

の中心街のデモがその言葉を象徴していました。

　ムーア監督は９．１１で救助活動をした消防士

ら数人の患者と、キューバに乗り込み最新の医療

を受けるシーンが圧巻です。医療がどんな人も無

料で受けられるのです。アメリカで１２０ドルも

する薬がわずか５セントで買える事を知って涙を

流す消防士。キューバの人々の屈託のない笑顔は

たとえ病気になっても安心して医療を受けられる

からなのだと納得しました。

　日本も人ごとではありません。病気になっても

医療を受けられない老人が増えています。私もち

ょっと腰を痛めて受診したら、ＭＲＩなどの検査

で１万円近くの医療費に驚きました。医療改悪に

は断固反対です。
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山は美しいままで　山のトイレデー

撮影　小枝正人さん

撮影　仲俣善雄さん

　９月２日旭岳でのトイレデー仲俣さん、小枝さん

チームで参加しました。

　８時半のロープウエーに乗り、姿見の池で、「山

のトイレを考える会」の幟を立て、９時からマナー

袋を登山者に配布しました。　快晴なのに、登山者

は少なめ。観光客が８割でしょうか？それでも１０

時過ぎから、数人ずつの登山者がゆっくりと登って

きて、しばし姿見の池で憩い山頂に向かって行きま
した。マナー袋は、ずいぶん浸透していて、「大

事なことですね」と受け取ってくれました。昨日

黒岳でもらったという男性もいました。１２０人

近くに配布しました。

　パークボランティアも清掃とパトロールをして

いましたが、金庫岩近くで１０個のテッシュを回

収したと言っていました。今日は少ない位だそう

です。　テッシュの持ち帰りが当たり前になって

欲しいですね。

　雄大な旭岳と、流れる雲を眺めてのんびり楽し

いトイレデーでした。 撮影　仲俣善雄さん
撮影　みな子　いわし雲

紅葉の沢登り チロロ川三俣沢から１３７３m峰へ

　晴天の１０月６日、札幌を朝３時に出発して

日高のチロロ13 7 3 m峰に登りました。

　秋の沢は初めての体験で寒さや難所への不安

もありましたが、ベテランＧＡＮさんがリーダ

ーなので参加を決めました。男性３人、女性３

人で二股のゲートを６時１５分に出発。取水ダ

ムまで歩き入渓。林道からはウラジロナナカマ

ドやウラシマツツジの紅葉が太陽に当たって輝

いて素晴らしい。最初の１時間はやたら倒木が多く、木をくぐったり、よ

じ登ったりと難儀しながら進みます。分岐で、珍しくＧＡＮさんが右か左

かとしばし悩んでいました。地図では三股沢になっているのにどう見ても

２本しかないのです。帰りに、倒木で隠れていたのを見つけて納得しまし

た。分岐まで２時間かかりそこから右に見える西峯ははるかに遠い。つら

い藪こぎに時間もとられるとの判断で、分岐から左に入り、１３７３ｍの

無名峰を目指すことになりました。

　沢としてはあまり特徴はないのかも知れませんが紅葉の中を行く沢は気

持ちが良く、この季節にしては水が冷たくなく快適でした。
　小滝に歓声をあげて進むもやがて、

川幅は狭くなり１３０５ｍで源頭に。

一滴の沢水から大きな沢になる源頭は

何度見ても感動を覚えます。ここから

がつらい藪こぎ。かなりの急斜面を、

笹に足を取られながら進むと４０分で

頂上。１１時４５分でした。振り返る

と、北戸蔦別岳がすっきりと青空に浮

かび、ダケカンバが黄金色に輝いてい

ました。

　山頂ではにぎやかにカレーラーメンでランチタイム。ラーメンに揚げを

入れるのもはじめてでしたが意外と美味しい。帰りは同じ沢を下りました

があんなに苦労した倒木だらけの沢は、鹿道を選びあっという間に着きま

した。ゲートには２時４５分でした。

　女性が３人だったのもとてもリラックスできました。下山後、筋肉痛は

ありましたが疲れが残らなかったのは、沢の清涼感でしょうか？

撮影　土屋孝浩さん

-８-


